
＊本研究会は日本救急撮影技師認定機構2ポイント、日本X線CT専門技師認定機

構種別Ⅱ-3、 肺がんＣＴ検診認定機構指定研究会、日本診療放射線技師会

生涯教育に指定されております

＊会場までの移動は、公共交通機関をご利用下さい。

＊講演会終了後に、意見交換会の場をご用意しております。

＊参加費 １,０００円 （学生無料）を、受付にて徴収させて頂きます。
共 催 東北ＣＴ技術研究会 第一三共株式会社

後 援 （公社）日本放射線技術学会東北支部 （公社）青森県診療放射線技師会

（一社）岩手県診療放射線技師会 （公社）秋田県診療放射線技師会（公社）宮城県放射線技師会

（一社）山形県放射線技師会 （公社）福島県診療放射線技師会（一社）新潟県診療放射線技師会

第一三共株式会社学術情報

開会の辞 代表世話人 東北大学病院 坂本 博

技術講演

岐阜大学医学部附属病院



藤田保健衛生大学 辻岡 勝美 先生

「 広がるCTの可能性～画像診断、IVR検査への応用～」

閉会の辞 野水 敏行

「人工知能の歴史と画像診断装置にどう活かして行くか」

｢ 温故知新」テーマ

13:30~13:45 「 オムニパーク ～ 30年のあゆみ ～ 」

14：40～15：10

17:30～18:30特 別 講 演









仙台厚生病院

拝啓 東北CT技術研究会は第10回を迎え仙台開催となりました。今回は10年の節目ということもあり、「温故知新」をテーマとしました。

基調講演では造影技術の研究において第一人者である三好先生に基本から最新技術の効果的な使用法まで講演いただきます。またシン

ポジウムでは、各分野における従来より変わらず重要な知識、これから必要となる技術を述べていただき、東北地域の皆様とディスカッション

できればと期待しています。特別講演では長くCTの開発、発展に貢献されてきた藤田保健衛生大学の辻岡先生にご講演を賜ります。

ご多忙とは存じますが、ぜひご参加くださいますようお願い申し上げます。 敬具

当番世話人代表 宮城県立がんセンター 後藤 光範

当番世話人挨拶 宮城県立がんセンター 後藤 光範

休憩（20分）

休憩（15分）

次回当番世話人挨拶 福島県立医科大学附属病院 村上 克彦

2018／9／８（土）

13：30～18：40

ハーネル仙台
２F 「松島」

宮城県仙台市青葉区本町2-12-7

◇ 「心臓」

弘前大学医学部附属病院

◇ 「肺」

座長

座長

副代表世話人 富山ろうさい病院

基調講演 13:55～14:40
座長

「変わらない造影理論と進化するＣＴ造影技術」

◇ 「脳」

神 寿宏

阿部 美津也

◇ 「被ばく」

大村 知己秋田県立脳血管研究センター

岩手医科大学附属病院

宮城県立がんセンター 後藤 光範

三好 利治 先生

村中 健太

福島県立医科大学附属病院

東北大学

村上 克彦

佐藤 和宏

吉田 博和 先生シーメンスヘルスケア株式会社

シンポジウム 15：25～17：10

◇ 「物理評価」

◇ 「整形」

山形大学医学部附属病院 佐藤 俊光

富山ろうさい病院 野水 敏行

「常識」は変わる。 ～ 達人に聞く “これまで” と “これから” ～

座長 東北大学病院

新潟手の外科研究所病院

小野寺 崇

風間 清子



＊当日は、ご参加頂いた確認のため、ご施設名・ご芳名の記帳をお願い申し上げます。なお、記帳頂いたご施設名・ご芳名は、個人情報保護

法を厳守の上、医薬品および医学・薬学に関する情報提供のために利用させて頂くことがございます。

何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

地図・アクセス

〒980-0014宮城県仙台市青葉区本町2-12-7

TEL：022-222-1121

ハーネル仙台

●市営地下鉄 広瀬通駅 徒歩3分（出口 西1番）

●市営地下鉄 勾当台公園駅 徒歩5分（出口 南4番）

交通案内


